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1

残
し
て
去
っ
た
。
い
ち
ら
し
く
も
潔
き
死
あ
で
つ
た
。

　
教
授
エ
ド
ワ
ー
ド
、
エ
マ
ス
ン
、
バ
ー
ナ
ー
ド
は
宇
宙
的
に
其
の
蓬

成
を
も
つ
て
奪
敬
せ
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
そ
れ
を
彼
は
己
が
箪
猫
の

努
力
で
成
就
し
た
の
で
あ
っ
た
。
教
授
バ
ー
ナ
ム
の
言
を
再
び
用
う
れ

ば
、
「
最
も
酷
し
い
困
難
ε
貧
苦
ε
の
暖
め
に
最
初
か
ら
不
利
の
地
位
に

置
か
れ
起
が
ら
も
、
彼
は
軍
猫
に
て
人
生
の
戦
に
翻
っ
て
言
葉
の
最
高

の
意
味
に
於
て
自
成
の
人
で
あ
っ
た
」
，
彼
の
至
人
は
偉
大
な
軍
純
・
ご
謙

遜
ε
完
全
な
無
私
ε
自
己
否
定
を
以
っ
て
表
は
さ
れ
る
。
特
に
深
切

な
温
和
な
精
神
　
そ
の
友
の
困
苦
を
自
己
目
身
の
困
苦
－
こ
し
た
や
さ
し

い
心
、
彼
を
知
る
凡
て
の
者
か
ら
眞
に
愛
敬
せ
し
め
る
襟
な
人
格
者
で

あ
っ
て
其
の
家
庭
は
心
か
ら
の
漱
待
の
場
所
で
あ
っ
た
。
彼
の
逝
去
に

よ
っ
て
天
文
學
界
は
今
や
多
大
の
寂
翼
を
感
ず
る
ミ
も
、
彼
の
人
格
は

我
等
の
中
に
生
き
て
、
我
等
の
思
想
及
び
感
情
を
永
く
感
化
す
る
で
あ

ら
う
。
（
を
は
り
）

前
段
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
了
見
の
彗
星
表
最
後
の
も
の
・
嚢
見
期
日
は
一
八

九
二
年
に
訂
正
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

永
蓮
に
永
遠
的
播
種
者
の
畑
で
あ
る
。

カ
ミ
ル
　
フ
ラ
ン
マ
可
ナ
ン

海
　
外
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合
夜
，
ブ
ル
ー
ス
で
一
時
間
曝
曙
露
の
ナ
リ
ナ
ン
星
露
岡
な
撮
っ
た
而
之
れ
津
μ
オ

リ
オ
ン
星
雲
附
近
の
微
攣
光
星
た
撮
ろ
六
め
で
あ
っ
カ
が
、
成
功
し
糞
O

隔
月
二
十
三
日
（
火
）

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
空
で
魚
座
S
星
附
近
の
光
度
存
測
定
す
る
。

午
後
は
十
二
吋
ケ
ン
ウ
ド
望
遠
鏡
の
爲
眞
装
置
の
準
備
為
し
象
。
此
の
紅
蓮
鏡

は
、
元
，
へ
F
ル
氏
が
、
シ
カ
ゴ
市
の
ケ
ウ
ン
ド
街
の
自
宅
で
獅
測
に
用
み
て

ゐ
穴
も
の
で
、
三
十
年
來
の
も
の
で
あ
ろ
が
、
勿
論
、
眼
親
用
に
作
ら
れ
て
あ

る
。
之
れ
に
黄
色
が
ラ
ス
な
用
み
て
、
眼
三
々
眞
な
撮
ろ
の
で
あ
る
。
今
夜
、

始
め
て
の
こ
亡
㌧
て
、
七
時
か
ら
先
づ
焦
黙
決
定
な
行
ひ
、
そ
れ
か
ら
月
、
カ

ス
ト
ア
星
、
そ
れ
か
ら
オ
リ
ナ
ン
四
脳
病
か
撮
影
し
カ
。
皆
々
上
等
、
夜
十
時

か
ら
曇
り
。

一
月
二
十
四
日
水
）

　
今
夜
も
、
十
二
吋
で
月
定
カ
ス
下
ア
星
オ
為
撮
影
す
。
今
夜
の
成
績
は
頗
る

上
等
。
月
の
曝
露
ば
三
秒
間
最
も
好
し
Q

藺
月
二
十
竃
日
（
木
）

　
午
後
五
時
か
ら
、
英
子
ミ
、
天
髄
爲
眞
の
プ
リ
ン
ト
為
す
る
。

今
日
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
り
〃
天
丈
墓
に
居
糞
ラ
イ
テ
ン
氏
來
訪
Q
ハ
ー
バ

ー
ド
へ
艶
任
す
る
渦
中
で
あ
ろ
書
い
ふ
。
情
断
く
ま
で
フ
ロ
ス
ト
、
り
一
、
バ

ン
ビ
ー
諸
氏
ビ
共
に
話
す
。
題
に
無
し
、
但
し
強
い
て
云
へ
ば
「
欧
米
天
丈
豪

総
ま
ぐ
り
」
ビ
で
も
言
は
う
か
。
一
空
に
曇
り
Q
英
子
に
婦
人
會
へ
。

幽
月
二
十
宍
日
’
金
）

　
フ
ロ
ス
ト
の
ハ
ー
グ
ン
の
論
著
奄
見
ゼ
ら
れ
、
所
謂
「
U
簿
碁
呂
p
汗
8
σ
q
」
に

つ
い
て
の
挑
評
ε
北
ハ
に
、
プ
む
ル
ス
で
皿
観
㎞
測
為
す
」
め
ら
ノ
穴
。
何
れ
㍉
月
が
醒

往
っ
て
了
つ
六
ら
、
や
っ
て
見
や
う
O

今
夜
も
、
フ
ロ
ス
ト
氏
の
室
で
、
ラ
イ
テ
ン
氏
等
定
話
す
。

［
月
二
十
七
日
ハ
土
）



194

　
ラ
イ
テ
ン
氏
に
今
朝
早
く
、
シ
カ
ゴ
な
鰹
て
瀞
ス
ト
ン
へ
行
つ
六
Q

白
分
ば
、
．
午
前
中
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
室
で
四
†
吋
の
ル
ム
フ
ナ
ド
篇
眞
板
の

光
度
測
定
奄
や
る
。

午
後
四
時
、
．
濁
り
で
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
病
床
為
見
舞
ふ
。
氏
ば
操
想
以
上
に

山表

ﾖ
て
、
弱
っ
て
ゐ
ら
れ
．
る
Q

幽
月
二
十
八
日
（
日
）

　
今
日
ば
蟄
居
9
午
後
、
び
る
れ
。

夜
，
プ
ー
ル
ス
の
十
吋
及
六
型
雨
避
に
、
黄
色
ガ
ラ
ス
た
入
れ
て
、
焦
鮎
な
検

し
れ
が
、
古
い
種
板
な
用
ゐ
六
の
で
、
失
敗
し
糞
ら
し
い
。

午
後
十
一
蒔
、
バ
．
ン
ビ
ー
氏
が
、
四
十
二
吋
で
二
重
星
の
槻
測
地
陶
シ
リ
ウ
ス

の
伸
去
た
見
ぜ
て
や
る
定
言
っ
て
、
呼
び
に
來
ら
れ
六
の
で
　
行
っ
て
見
六
・
：

…
…
大
四
十
吋
で
眺
め
距
亘
光
シ
リ
ウ
ス
の
輝
や
き
1
　
望
遠
鏡
の
内
部
に
眞

書
の
如
く
明
る
い
。
星
か
ら
ば
御
光
が
四
方
仁
出
て
み
ろ
一
そ
の
御
光
の
中
に

な
る
ほ
こ
、
微
細
な
ろ
白
星
が
一
つ
、
之
れ
が
其
れ
だ
ナ
ご
思
っ
て
見
入
る
Q

一
八
三
四
年
に
、
ベ
ソ
セ
ル
が
敷
理
上
か
．
ら
渡
見
し
れ
も
の
、
一
入
六
一
年
、

ナ
ル
ブ
ン
ク
ラ
零
ク
が
實
親
的
に
獲
見
し
表
も
の
、
そ
の
由
來
付
き
の
其
の
星

だ
！網
点
二
十
瓢
日
（
月
ヅ

　
午
後
四
…
蒔
か
ら
汽
車
・
で
b
英
子
宣
共
に
ソ
ー
キ
ゼ
ネ
バ
町
へ
買
物
に
行
つ
れ

ア
メ
リ
カ
の
田
不
潔
マ
」
し
て
模
型
的
の
町
だ
。
但
し
寒
く
て
、
少
．
々
、
風
な
引

い
表
ら
し
い
。

今
日
、
京
都
の
美
し
い
エ
ハ
ガ
キ
為
五
十
枚
ほ
こ
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
病
床
の

慰
安
に
も
ビ
思
っ
て
、
ミ
ス
●
カ
ル
バ
ー
ト
に
渡
し
カ
O

騨
月
三
十
日
（
火
）

　
ね
む
く
て
一
、
そ
れ
に
頭
痛
の
六
め
で
あ
り
、
午
前
十
一
時
牛
起
床
、
朝

食
ば
ぬ
き
。
午
後
か
ら
に
天
心
壷
で
曝
書
。

夜
拭
曇
り
。

■
月
三
十
鴫
日
（
水
）

　
朝
、
天
丈
墓
に
託
て
見
る
ビ
、
い
つ
．
も
の
掲
示
．
板
に
大
き
な
紙
で
、
『
今
夕
七

時
、
村
の
小
拍
車
凶
漁
揚
に
、
ナ
コ
ノ
モ
チ
ク
ε
誉
田
村
亡
の
中
斜
生
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
瀞
ー
ル
仕
合
あ
り
、
霜
風
塗
拾
銭
」
ぜ
い
ふ
掲
示
が
．
出
て
み
る
。
夜
ば
曇

り
、
そ
こ
で
貞
分
等
に
ヴ
ン
ビ
ー
敏
授
ピ
令
嬢
シ
モ
ヌ
ミ
共
に
仕
合
臆
見
に
行

く
。
行
っ
て
見
れ
げ
王
国
ば
大
入
り
、
天
気
肇
の
連
中
も
胎
ん
ご
総
出
、
サ
リ

ザ
ン
昔
圭
で
も
夫
人
ぜ
子
供
を
つ
れ
て
席
に
納
ま
っ
て
み
る
。
i
仕
合
ば
べ
r

の
大
敗
！

呂
月
隔
日
（
木
）

　
今
朝
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
ば
手
術
…
の
れ
め
シ
ガ
ゴ
の
．
一
病
院
へ
蓮
ぱ
燕
ろ
牌
舌
で

あ
っ
酒
が
、
醤
師
の
見
る
虐
こ
ろ
で
に
回
り
に
重
態
で
動
か
さ
れ
な
い
・
聞
く

者
皆
今
更
驚
く
Q
．

　
今
日
は
朝
暫
く
ナ
サ
ナ
ン
の
星
雲
の
研
究
物
な
し
ら
べ
て
る
六
。
十
一
時
、

ヅ
ン
ビ
ー
氏
ビ
共
に
ブ
ル
ー
ス
室
な
掃
除
す
一
之
れ
で
、
皆
の
者
が
、
．
バ
ー
ナ

ー
ド
氏
の
欣
態
に
あ
き
ら
め
を
付
け
糞
様
子
だ
Q
，

　
夜
ば
薄
雲
が
あ
っ
れ
け
れ
ご
、
自
分
ほ
ブ
ル
ー
ス
望
遠
鏡
秘
開
け
て
焦
鮎
距

離
尋
決
定
。
其
の
後
、
叉
、
十
二
吋
塔
に
上
っ
て
之
れ
の
焦
撃
力
決
定
し
、
終

り
に
月
加
．
撮
》
す
。

　
今
日
に
エ
メ
リ
ー
・
バ
レ
ツ
ト
嬢
の
誕
生
日
、
う
ち
の
ツ
毛
ヌ
媛
三
親
ひ
．
の

贈
り
物
か
携
へ
て
夕
A
晟
の
御
…
馳
走
．
に
招
か
れ
て
行
つ
れ
O

二
月
島
日
（
金
）

　
パ
ー
ク
、
ザ
ン
ビ
ー
，
ス
ト
ル
ー
フ
ェ
及
び
白
分
の
四
入
が
、
當
分
の
間
、

二
．
＋
四
吋
な
使
用
す
る
六
め
の
プ
・
グ
ラ
ム
が
決
め
ら
れ
れ
。
白
分
に
土
曜
日

曜
の
撫
牛
以
後
、
水
曜
の
夜
宇
以
前
ε
な
ろ
。
自
分
ビ
し
て
ば
、
此
の
時
間
に

ル
ム
フ
ナ
ー
下
方
厨
の
撮
影
の
外
長
、
星
雲
の
撮
影
た
し
糞
い
ビ
思
ふ
。

　
英
子
ば
風
邪
で
就
床
〇

二
月
三
日
（
土
曜

　
英
子
に
終
日
就
床
り

　
自
分
も
午
後
び
う
ね
、
夜
ば
プ
押
ー
ス
望
蓮
鏡
で
北
極
附
近
た
撮
影
。
今
日

に
．
朝
か
ら
非
常
に
寒
い
。
朝
八
時
頃
、
華
氏
マ
イ
ナ
ス
十
五
渡
で
あ
っ
穴
が
、

夜
に
も
や
け
μ
リ
マ
イ
ナ
ス
十
六
七
度
で
あ
っ
象
。
今
夜
ば
天
丈
墓
で
徹
夜
。
夜

雫
以
後
、
十
二
吋
ソ
ン
ズ
が
凍
っ
て
了
つ
六
9

閲階

試
l
日
∩
日
）

　
今
夜
も
寒
か
っ
た
。
t
か
し
風
が
無
い
の
で
、
夜
牛
前
三
時
間
プ
ツ
ー
ス
で

働
い
重
け
れ
ご
、
割
合
に
堪
え
ら
れ
れ
。
今
夜
匡
始
め
黄
道
光
附
近
弟
、
次
で
弗

團
、
小
遊
昆
、
北
極
等
准
撮
影
す
。
夜
妻
か
ら
に
十
二
吋
塔
に
か
け
上
っ
て
月

な
撮
影
す
。

（
三
一
）



195

二
月
置
旧
（
月
）

　
英
子
に
床
た
離
れ
六
〇
空
華
曇
り
。
自
分
に
室
内
で
昨
夜
の
現
像
や
ら
、
讃

書
．
や
ら
。

バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
重
態
、
天
丈
軍
内
の
空
氣
重
し
〇

二
月
六
日
期
間
）

　
バ
ー
ナ
ー
氏
に
習
々
重
い
。
今
朝
雷
門
磨
も
遂
に
堕
ぐ
⑦
績
℃
し
六
Q
昨
夜
ば
り

1
氏
が
枕
元
に
詰
め
き
っ
て
ゐ
六
さ
う
な
が
、
今
夜
ば
ブ
ン
ビ
ー
氏
が
交
代
す

る
。
フ
ロ
ス
ト
士
長
も
落
ち
付
か
ぬ
ら
し
く
、
天
文
豪
ビ
バ
ー
ナ
，
氏
宅
ミ
の

問
な
幾
度
も
く
散
歩
し
て
、
何
か
考
へ
て
る
ろ
。
天
丈
塵
内
の
人
聲
も
低
い

空
に
曇
り
。
日
没
電
燈
に
天
丈
豪
の
空
包
に
野
々
緊
張
し
カ
。
午
後
入
時
－
…

…
終
に
死
去
！
天
交
壷
の
掲
示
板
に
は
．
「
諺
◎
》
ω
窪
鋤
」
こ
い
ふ
黒
枠
付
き
の
娼

示
が
間
ゐ
Q
俄
か
に
人
の
出
入
．
頻
繁
。
殊
に
天
文
・
豪
の
事
務
室
に
に
フ
ロ
ス
ト

由
量
長
罵
り
1
夫
人
亡
バ
レ
ツ
ト
氏
虐
三
人
が
大
多
忙
O
死
去
通
知
の
電
報
電
話

の
爽
送
、
葬
式
の
諸
準
備
な
ざ
。

．
バ
ン
ビ
ー
氏
か
が
っ
か
り
し
力
顔
付
き
で
バ
ー
ナ
ー
ド
宅
か
ら
．
蹄
っ
て
來
糞

聞
け
ば
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
い
よ
く
臨
終
、
息
か
引
照
」
取
ろ
暗
、
枕
頭
に
に
バ
ン

」
ビ
i
氏
の
み
で
あ
っ
六
．
さ
う
な
）
・
氷
年
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
准
援
け
表
ミ
ス
・
カ
ル

．
ブ
ー
ト
に
疲
勢
の
れ
め
睡
眠
中
で
あ
っ
た
ざ
の
こ
ピ
。
最
後
ま
で
、
再
び
望
蓮

鏡
た
覗
く
こ
ε
な
の
み
念
じ
な
が
ら
、
星
に
満
腔
の
未
練
海
残
し
て
バ
ー
ナ
ー

ド
ば
去
つ
れ
Q
い
ち
ら
し
い
死
に
方
で
あ
っ
六
〇

二
月
七
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
ロ
タ
ン
ダ

　
今
日
午
後
二
時
、
天
丈
壷
の
中
央
圓
堂
で
バ
ー
ナ
ー
ド
の
葬
式
が
讐
ま
れ
る

日
本
式
に
」
言
ロ
へ
ば
「
吉
屋
葬
」
亡
も
骨
口
ふ
べ
・
き
、
ソ
コ
ー
ド
破
り
の
．
學
曲
葬
で
あ
る

　
朝
か
ら
式
場
の
．
作
り
、
花
の
飾
り
つ
け
、
椅
子
の
並
べ
方
な
ご
で
、
．
一
同
多

陀
。
直
示
揚
に
に
早
く
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
竺
肇
か
ら
の
長
い
弔
電
が
獲
表
さ

れ
ろ
。
正
午
少
し
前
に
着
く
汽
車
で
、
シ
カ
ゴ
方
齎
か
ら
に
モ
ー
ル
ト
ン
、
ク

リ
ユ
ー
、
フ
ナ
ク
ス
等
の
諸
教
授
、
マ
デ
ソ
ン
か
ら
ば
ス
テ
ビ
ン
ス
敏
授
來
着

　
さ
て
、
一
時
宇
、
遣
骸
炬
入
れ
れ
槽
か
バ
ー
ナ
ー
ド
宅
な
出
で
、
北
酉
の
入

口
か
ら
天
丈
墓
内
に
演
び
込
ま
れ
る
ゆ
二
時
、
皆
着
席
す
ろ
ε
共
に
、
．
村
の
牧

師
ニ
ウ
カ
ム
師
の
司
式
で
開
式
Q
式
に
牧
師
の
盛
り
、
唱
歌
隊
（
り
一
、
エ
ツ
ツ

エ
ン
爾
氏
及
び
村
の
一
婦
人
）
の
合
唱
、
牧
師
の
説
教
が
あ
り
、
最
後
に
褻
長

．
フ
ロ
ス
ト
氏
の
弔
詞
演
説
が
あ
．
つ
カ
。
集
ま
つ
六
者
凡
そ
諸
学
、
シ
カ
ゴ
あ
六

（
三
二
）

り
か
ら
馳
ぜ
謬
じ
穴
學
者
建
四
五
名
た
除
け
ば
，
大
部
分
ほ
村
の
人
々
で
、
何

れ
も
二
十
年
來
、
バ
ー
ナ
、
ー
ド
ご
親
し
い
交
際
な
し
て
み
た
人
々
で
あ
る
か
ら

フ
．
ロ
ス
ト
墓
長
の
弔
詞
も
比
較
的
簡
輩
で
，
劉
に
履
歴
な
ご
に
述
べ
な
か
つ
五

し
か
し
、
そ
ね
で
も
、
バ
ー
ナ
ー
ド
の
生
涯
な
通
じ
て
、
眞
摯
で
あ
っ
れ
こ
亡

熱
心
で
、
又
、
愛
情
に
富
ん
で
ゐ
カ
こ
ご
に
頗
る
力
強
く
高
調
さ
れ
表
。
葬
式

定
い
っ
て
も
遣
れ
き
り
、
こ
の
世
界
的
の
互
人
為
葬
う
も
の
ミ
し
て
に
、
形
式

的
に
悲
滲
な
ほ
．
ε
の
式
．
で
あ
っ
れ
。
し
か
し
、
百
人
の
會
集
ば
一
人
ビ
し
て
バ

ー
ナ
ー
ド
の
親
友
二
非
ざ
う
に
無
く
、
、
恥
骨
を
抜
き
に
し
て
、
眞
に
暖
か
き
ハ

ー
ト
為
以
っ
て
野
並
惟
送
り
か
さ
れ
六
故
人
に
、
却
っ
て
か
の
「
子
供
の
や
う
な
．

無
那
氣
な
バ
ー
ナ
ー
ド
」
な
図
る
式
ミ
し
．
て
に
、
砒
の
方
法
が
司
書
で
あ
っ
た

や
う
に
思
ふ
。

　
式
後
、
遺
骸
に
ミ
ス
・
カ
ル
プ
ー
ト
付
図
・
添
ひ
直
ち
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運

ば
れ
、
午
後
四
時
五
分
獲
の
列
車
に
乗
ぜ
て
、
生
れ
故
郷
ナ
シ
ヴ
イ
ル
に
逡
ら

れ
る
。
フ
ロ
ス
ト
夫
妻
准
始
め
、
天
丈
壷
の
人
々
村
の
人
々
、
皆
甦
れ
か
ス
テ

シ
ョ
ン
に
見
逡
る
。
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
、
り
－
地
回
1
ー
ナ
シ
ヴ
イ
ル
ま
で
逡
り

届
け
て
行
っ
て
、
木
曜
日
の
見
地
の
公
葬
に
列
す
る
筈
、
ザ
ン
ビ
ー
氏
に
シ
カ

ゴ
ま
で
見
迭
ろ
。

　
　
　
　
　
天
文
同
好
會
臨
時
総
會
記
事

　
豫
告
の
通
り
四
月
ご
十
二
日
、
京
縣
帝
國
大
隠
理
転
部
第
四
講
堂
に
開
く
、
荒

木
俊
馬
氏
の
開
會
の
僻
に
次
い
で
、
海
老
恒
治
氏
に
昨
年
十
月
よ
り
本
年
三
月

宋
迄
の
會
計
報
告
な
な
し
価
塾
則
の
改
正
幹
部
の
指
名
選
塞
・
後
、
助
教
授
理
學

士
上
田
穣
氏
は
シ
ヤ
プ
レ
ー
氏
の
宇
宙
観
♂
．
題
し
、
彼
の
応
唱
る
宇
宙
観
々
述

．
べ
ら
れ
、
其
後
理
學
博
士
新
城
新
道
氏
に
盧
空
の
芝
付
ビ
題
し
て
先
生
掲
特
の

新
學
説
な
落
窪
に
讃
明
さ
れ
六
。
（
爾
先
生
の
講
演
ば
別
に
天
界
紙
上
に
掲
載
ぜ

ら
る
・
事
ミ
な
ろ
べ
し
）
午
後
五
時
頃
宥
盆
な
講
演
々
終
り
散
話
し
六
。
夜
が

快
晴
書
な
り
し
沁
め
、
中
村
氏
、
上
田
先
生
の
自
尊
に
て
天
騰
襯
測
た
な
し
索
。

　
　
　
　
　
幹
事
　
決
　
定
．

　
臨
時
常
世
に
於
て
本
會
の
幹
部
ぱ
次
の
如
く
決
定
し
澹
O

　
　
幹
窟
・
上
田
蓄
電
　
同
　
荒
木
俊
馬
氏
　
罪
質
　
海
老
恒
治
氏

　
　
　
　
　
借
財
金
の
贈
呈

　
新
幹
事
の
協
議
に
、
由
り
、
長
野
謹
上
諏
薪
胆
の
一
二
澤
勝
衛
氏
へ
同
氏
の
太
陽
溜
馴

測
に
旧
し
奨
働
金
目
し
て
金
武
袷
圓
た
贈
呈
し
れ
。
（
五
月
一
日
）


